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消費生活センターだより
インターネットの通信販売は

トラブルに遭わないために注意が必要です。
―個人名義の銀行口座への前払いはしないで！―

問消費生活センター☎内線 180

　昨今は、新型コロナウイルス感染拡大などで、スマホやパソコンを利用して商品を購入することが多
くなっている関係で、インターネットの通信販売に関連した相談が多く寄せられております。
　通信販売は、特定商取引法上のクーリング・オフ (※ 1) の規定がないために、クーリング・オフは
できません。サイト上の返品の可否と返品可能な場合の条件（返品特約）をよく確認しましょう。
　また、代金が前払いになっていたり、個人名義の口座への振り込みになっている場合等に、多くのト
ラブルが発生しています。
　注文した商品ではない粗悪なものが届いたり、まったく商品が届かなかったり、連絡を取ろうと思っ
て調べても連絡先がメールアドレスしかないといったケースもよくありますので、ご注意を !!

※ 1　クーリング・オフとは、消費者が訪問販売などの取引で商品やサービスを契約した後で、冷静に
なって考え直して「契約をやめたい」と思ったら、一定期間であれば理由を問わず、一方的に申し込み
の撤回または契約の解除ができる制度です。

おかしいなと思ったときは、消費生活センターにご相談ください。
消費生活センターでは、市民相談も受け付けております。
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※イベント・試験等は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、延期または中止する場合があります
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▲オンライン交流の様子 ▲メッセージカード作成

　松浦市国際親善協会主催のイベント「English Day for Youth」が 8月 19日（金）市役所・市民ホー
ルにて開催されました。
　このイベントは、令和 2年度から中止となっている「松浦市青少年親善使節団派遣事業」の代わり
として、市内の中学２・3年生が英語を用いて姉妹都市への理解を深めることを目的としています。
　今回は、マッカイ市にある中等教育校（ホーリー・スピリット校）とのオンライン交流を中心とした
内容で進められました。
　オーストラリア出身の松浦市ＡＬＴであるルンジさん、ジョーダンさんによる「オーストラリア講座」
ではオーストラリアやマッカイ市に関する基本的な知識を深めました。
　オンライン交流では、日本語を勉強しているマッカイ市の同年代の生徒と「日頃の活動」について互
いに質問。その後、交流を行った生徒に向けたメッセージカードを作成し、英語学習を兼ねたオンライ
ン交流の振り返りを行いました。
　参加者からは「以前から興味があったマッカイ市について知ることができて良かった。もっと英語を
勉強し、いつかホームステイを経験してみたい。」という感想が聞かれ、今後の姉妹都市交流を支えて
いく若い世代の意識を高める活動となりました。


